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(57)【要約】
【課題】番組映像を表示中に使い勝手良く別の番組映像
に切換え可能な放送受信装置を提供すること。
【解決手段】放送受信装置は、チューナ部と、番組映像
を表示する表示部と、複数のチャンネル操作ボタンを有
する入力部と、これらを統括的に制御する制御部とを備
える。入力部は、チャンネル操作ボタンに接触があった
ときに第１の操作信号を発生し、チャンネル操作ボタン
が押し込まれたときに第２の操作信号を発生するように
構成されている。制御部は、表示部に番組映像を表示中
に第１の操作信号を検出したとき、第１の操作信号に対
応する番組情報を表示中の番組映像と共に表示部に表示
し、第１の操作信号を検出した状態から第２の操作信号
を検出したとき、表示中の番組映像を第２の操作信号に
対応する番組映像に切換えて表示するように制御するこ
と。
【選択図】図５Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューナ部と、番組映像を表示する表示部と、複数のチャンネル操作ボタンを有する入
力部と、これらを統括的に制御する制御部とを備えた放送受信装置であって、
　前記入力部は、前記チャンネル操作ボタンに接触があったときに第１の操作信号を発生
し、前記チャンネル操作ボタンが押し込まれたときに第２の操作信号を発生するように構
成され、
　前記制御部は、前記表示部に番組映像を表示中に前記第１の操作信号を検出したとき、
前記第１の操作信号に対応する番組情報を前記表示中の番組映像と共に前記表示部に表示
し、前記第１の操作信号を検出した状態から前記第２の操作信号を検出したとき、前記表
示中の番組映像を前記第２の操作信号に対応する番組映像に切換えて表示するように制御
すること
　を特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記制御部は、番組映像を前記表示部の表示画面全体に表示してい
る状態で前記第１の操作信号を検出したとき、前記表示している番組映像の中に部分的に
、当該第１の操作信号に対応する番組情報を表示するように制御することを特徴とする放
送受信装置。
【請求項３】
　請求項１において、前記制御部は、前記第１の操作信号を検出したとき、当該第１の操
作信号に対応する番組情報と共にチャンネルボタン情報を前記表示部に表示するように制
御することを特徴とする放送受信装置。
【請求項４】
　請求項３において、前記複数のチャンネル操作ボタンは格子状の配列で設置されており
、前記チャンネルボタン情報は、前記複数のチャンネル操作ボタンの格子状の配列と同じ
格子状の配列のチャンネル画像ボタンを有して前記表示部に表示されると共に、前記第１
の操作信号に対応するチャンネル画像ボタン及び前記映像中の番組映像に対応するチャン
ネル画像ボタンが他のチャンネル画像ボタンと区別して視認可能に前記表示部に表示され
ることを特徴とする放送受信装置。
【請求項５】
　請求項１において、前記チューナ部は異なる放送モードのデジタル放送を抽出する複数
のチューナを有しており、前記入力部は、前記複数のチューナに対応する複数の放送モー
ド操作ボタンを有し、前記放送モード操作ボタンに接触があったときに第３の操作信号を
発生し、前記放送モード操作ボタンが押し込まれたときに第４の操作信号を発生するよう
に構成され、前記制御部は、前記チューナ部で抽出したデジタル放送の番組映像を表示中
に前記第３の操作信号を検出したとき、前記第３の操作信号に対応する放送モード情報を
表示中の番組映像と共に前記表示部に表示するように制御することを特徴とする放送受信
装置。
【請求項６】
　請求項５において、前記制御部は、前記第３の操作信号を検出したとき、前記第３の操
作信号に対応する放送モード情報と共に前記複数の放送モード操作ボタンに対応する複数
の放送モードボタン情報を前記表示部に表示するように制御することを特徴とする放送受
信装置。
【請求項７】
　請求項６において、前記複数の放送モード操作ボタンは並べて設けられており、前記放
送モードボタン情報は、前記複数の放送モード操作ボタンの並びと同じ並びの放送モード
画像ボタンを有して前記表示部に表示されると共に、前記第３の操作信号に対応する放送
モード画像ボタンが他の画像ボタンと区別して視認可能に前記表示部に表示されることを
特徴とする放送受信装置。
【請求項８】
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　請求項１において、前記番組映像を記録するレコーダーを備え、前記入力部は、前記レ
コーダーを操作するモードに設定するためのレコーダーモード操作ボタンを有し、前記レ
コーダーモード操作ボタンに接触があったときに第５の操作信号を発生し、前記レコーダ
ーモード操作ボタンが押し込まれたときに第６の操作信号を発生するように構成され、前
記制御部は、前記番組映像の表示中に前記第５の操作信号を検出したとき、前記表示中の
番組映像と共にレコーダー操作情報を前記表示部に表示し、前記第６の操作信号を検出し
たとき、前記複数のチャンネル操作ボタンにレコーダーを操作するための機能を割り当て
ると共に、割り当てられた機能に対応するレコーダーボタン情報を前記表示部に表示する
ように制御することを特徴とする放送受信装置。
【請求項９】
　請求項４において、前記番組映像を記録するレコーダーを備え、前記入力部は、前記レ
コーダーを操作するモードに設定するためのレコーダーモード操作ボタンを有し、前記レ
コーダーモード操作ボタンに接触があったときに第５の操作信号を発生し、前記レコーダ
ーモード操作ボタンが押し込まれたときに第６の操作信号を発生するように構成され、前
記制御部は、前記番組映像の表示中に前記第５の操作信号を検出したときに、前記表示中
の番組映像と共に、レコーダーモード画像ボタンが他の画像ボタンと区別して視認可能に
前記表示部に表示するように制御することを特徴とする放送受信装置。
【請求項１０】
　請求項１において、前記チューナ部は第１のチューナ及び第２のチューナを有し、前記
制御部は、前記第１のチューナで受信している番組映像の表示中に前記第１の操作信号を
検出したとき、前記第２のチューナで前記第１の操作信号に対応する番組を受信して、前
記第１の操作信号に対応する番組情報と共に前記第２のチューナで受信している番組映像
の表示を行うように制御することを特徴とする放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送受信装置に係り、特に表示する番組映像をチャンネル操作ボタンの操作
により切換える放送受信装置に好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上波デジタル放送・ＢＳデジタル放送・ＣＳデジタル放送などの複数の放送モ
ードのデジタル放送が普及してきており、種々のデジタル放送受信装置が実現されている
。しかし、あるチャンネルで番組映像を楽しんでいる際に、他のチャンネルで放送されて
いる番組が気になった場合、リモコンのチャンネル操作ボタンを操作してチャンネルを切
換え、見ていた番組映像を一旦中断して他のチャンネルの番組映像を見てまわる必要があ
り、非常に不便であった。
【０００３】
　そこで、番組情報を表示するための番組情報操作ボタンと、カーソル移動操作キーと、
決定キーとをリモコンに設け、表示部に番組映像を表示中にリモコンの番組情報操作ボタ
ンを操作することにより番組情報を表示し、カーソル移動操作キー及び決定キーを操作す
ることによりこの番組情報から希望する番組を選択してその番組映像を表示するようにし
たデジタル放送受信装置が提案されている。係る従来のデジタル放送受信装置として、次
に述べる第１～第３の従来例が挙げられる。
【０００４】
　第１の従来例は、番組映像の表示中に番組情報操作ボタンを操作して図２９に示すよう
に番組表を表示画面の全体に表示し、この状態でカーソル移動操作キーを操作して図３０
に示すように番組表の中のカーソルを移動して希望する番組を選択し、この状態で決定キ
ーを操作して図３１に示すように選択した番組の映像を表示部の画面全体に表示するもの
である。
【０００５】
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　第２の従来例は、番組映像の表示中に番組情報操作ボタンを操作して図３２に示すよう
に番組表を表示画面の全体に表示すると共に視聴していた番組映像を表示画面の中に部分
的に表示し、この状態でカーソル移動操作キーを操作して図３３に示すように番組表の中
のカーソルを移動して希望する番組が選択し、この状態で決定キーを操作して図３４に示
すように選択した番組の映像を表示部の画面全体に表示するものである。
【０００６】
　第３の従来例は、番組映像の表示中に番組情報操作ボタンを操作して図３５に示すよう
に番組映像を表示画面の全体に表示すると共に番組表を番組映像の中に部分的に表示し、
この状態でカーソル移動操作キーを操作して図３６及び図３７に示すように番組表の中の
カーソルを順に移動して希望する番組を選択し、この状態で決定キーを操作して図３８に
示すように選択した番組の映像に切換えて表示するものである。
【０００７】
　なお、係る従来のデジタル放送受信装置に関連する特許文献としては、特開２００５－
２４４７７９号公報（特許文献１）が挙げられる。
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－２４４７７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述した第１～第３の従来例によれば、番組情報を閲覧して希望する番組の映像を表示
するには、番組情報操作ボタン、カーソル移動操作キー及び決定キーの３つのキーを独立
して操作する必要があると共に、手元のリモコンの各操作ボタンを何回も確認しながら操
作する必要があり、使い勝手の良いものとはいえなかった。また、番組情報が画面の多く
の部分を占有して表示してしまうので、視聴していた番組映像を十分に継続してみること
ができなかった。
【００１０】
　本発明の目的は、番組映像を表示中に、継続してその番組を視聴しながら使い勝手良く
別の番組映像に切換え可能な放送受信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前述の目的を達成するために、本発明は、チューナ部と、番組映像を表示する表示部と
、複数のチャンネル操作ボタンを有する入力部と、これらを統括的に制御する制御部とを
備えた放送受信装置であって、前記入力部は、前記チャンネル操作ボタンに接触があった
ときに第１の操作信号を発生し、前記チャンネル操作ボタンが押し込まれたときに第２の
操作信号を発生するように構成され、前記制御部は、前記表示部に番組映像を表示中に前
記第１の操作信号を検出したとき、前記第１の操作信号に対応する番組情報を前記表示中
の番組映像と共に前記表示部に表示し、前記第１の操作信号を検出した状態から前記第２
の操作信号を検出したとき、前記表示中の番組映像を前記第２の操作信号に対応する番組
映像に切換えて表示するように制御する構成にしたことにある。
【００１２】
　係る本発明のより好ましい具体的な構成例は次の通りである。
（１）前記制御部は、番組映像を前記表示部の表示画面全体に表示している状態で前記第
１の操作信号を検出したとき、前記表示している番組映像の中に部分的に、当該第１の操
作信号に対応する番組情報を表示するように制御すること。
（２）前記制御部は、前記第１の操作信号を検出したとき、当該第１の操作信号に対応す
る番組情報と共にチャンネルボタン情報を前記表示部に表示するように制御すること。
（３）前記（２）において、前記複数のチャンネル操作ボタンは格子状の配列で設置され
ており、前記チャンネルボタン情報は、前記複数のチャンネル操作ボタンの格子状の配列
と同じ格子状の配列のチャンネル画像ボタンを有して前記表示部に表示されると共に、前
記第１の操作信号に対応するチャンネル画像ボタン及び前記映像中の番組映像に対応する
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チャンネル画像ボタンが他のチャンネル画像ボタンと区別して視認可能に前記表示部に表
示されること。
（４）前記チューナ部は異なる放送モードのデジタル放送を抽出する複数のチューナを有
しており、前記入力部は、前記複数のチューナに対応する複数の放送モード操作ボタンを
有し、前記放送モード操作ボタンに接触があったときに第３の操作信号を発生し、前記放
送モード操作ボタンが押し込まれたときに第４の操作信号を発生するように構成され、前
記制御部は、前記チューナ部で抽出したデジタル放送の番組映像を表示中に前記第３の操
作信号を検出したとき、前記第３の操作信号に対応する放送モード情報を表示中の番組映
像と共に前記表示部に表示するように制御すること。
（５）前記（４）において、前記制御部は、前記第３の操作信号を検出したとき、前記第
３の操作信号に対応する放送モード情報と共に前記複数の放送モード操作ボタンに対応す
る複数の放送モードボタン情報を前記表示部に表示するように制御すること。
（６）前記（５）において、前記複数の放送モード操作ボタンは並べて設けられており、
前記放送モードボタン情報は、前記複数の放送モード操作ボタンの並びと同じ並びの放送
モード画像ボタンを有して前記表示部に表示されると共に、前記第３の操作信号に対応す
る放送モード画像ボタンが他の画像ボタンと区別して視認可能に前記表示部に表示される
こと。
（７）前記番組映像を記録するレコーダーを備え、前記入力部は、前記レコーダーを操作
するモードに設定するためのレコーダーモード操作ボタンを有し、前記レコーダーモード
操作ボタンに接触があったときに第５の操作信号を発生し、前記レコーダーモード操作ボ
タンが押し込まれたときに第６の操作信号を発生するように構成され、前記制御部は、前
記番組映像の表示中に前記第５の操作信号を検出したとき、前記表示中の番組映像と共に
レコーダー情報を前記表示部に表示し、前記第６の操作信号を検出したとき、前記複数の
チャンネル操作ボタンにレコーダーを操作するための機能を割り当てると共に、割り当て
られた機能に対応するレコーダーボタン情報を前記表示部に表示するように制御すること
。
（８）前記（３）において、前記番組映像を記録するレコーダーを備え、前記入力部は、
前記レコーダーを操作するレコーダー操作ボタンを有し、前記レコーダー操作ボタンに接
触があったときに第５の操作信号を発生し、前記レコーダー操作ボタンが押し込まれたと
きに第６の操作信号を発生するように構成され、前記制御部は、前記番組映像の表示中に
前記第５の操作信号を検出したときに、前記表示中の番組映像と共に、レコーダー画像ボ
タンが他の画像ボタンと区別して視認可能に前記表示部に表示するように制御すること。
（９）前記チューナ部は第１のチューナ及び第２のチューナを有し、前記制御部は、前記
第１のチューナで受信している番組映像の表示中に前記第１の操作信号を検出したとき、
前記第２のチューナで前記第１の操作信号に対応する番組を受信して、前記第１の操作信
号に対応する番組情報と共に前記第２のチューナで受信している番組映像の表示を行うよ
うに制御すること。
【発明の効果】
【００１３】
　係る本発明によれば、番組映像を表示中にその番組を継続して視聴しながら使い勝手良
く別の番組映像に切換え可能な放送受信装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の複数の実施形態について図を用いて説明する。各実施形態の図における
同一符号は同一物または相当物を示す。
（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態の放送受信装置を図１から図２４を用いて説明する。
【００１５】
　まず、本実施形態の放送受信装置１の全体に関して図１を参照しながら説明する。図１
は本発明の第１実施形態の放送受信装置１を示す全体構成図である。本実施形態では一般
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的なＴＶ受像機の例で説明するが、本発明は、パーソナルコンピュータや携帯電話端末な
ども放送受信装置として適用可能であると共に、有線の通信回線により送信される放送を
受信する場合にも適用可能である。
【００１６】
　本実施形態の放送受信装置１は、複数の放送モードのデジタル放送、例えば地上波デジ
タル放送・ＢＳデジタル放送・ＣＳデジタル放送・インターネット放送などを受信して当
該放送に含まれるデータを処理し番組映像及び番組情報として表示するものである。この
放送受信装置１は、受信装置本体部１０とリモートコントローラ（リモコン）２０とを備
えて構成されている。
【００１７】
　受信装置本体部１０は、チューナ部１１と、ネットワーク通信部１９と、レコーダー１
８と、本体側記憶部１２と、番組映像や、チャンネルボタン情報、モードボタン情報及び
番組情報などを表示する表示部１３と、信号処理部１４と、受信部１５と、これらを統括
的に制御する本体側制御部１６とを備えて構成されている。なお、放送受信装置１におけ
る記憶部は、本体側記憶部１２と後述するリモコン側記憶部２４とから構成されている。
また、放送受信装置１における制御部は、本体側制御部１６と後述するリモコン側制御部
２３とから構成されている。
【００１８】
　チューナ部１１は、アンテナ１７ａ、１７ｂで受信したデジタル放送から所定の放送信
号を抽出するものであり、複数のチューナ１１ａ～１１ｃを備えて構成されている。この
チューナ部１１は、具体的には、アンテナ１７ａで受信したＢＳデジタル放送からそのデ
ジタル放送信号を抽出するチューナ１１ａと、アンテナ１７ａで受信したＣＳデジタル放
送からそのデジタル放送信号を抽出するチューナ１１ｂと、アンテナ１７ｂで受信した地
上波デジタル放送からそのデジタル放送信号を抽出するチューナ１１ｃとを備えている。
【００１９】
　ネットワーク通信部１９は、インターネットと通信を行うためのものであり、インター
ネットの通信回線に接続され、インターネットを通して配信されるデジタル放送を受信す
る。
【００２０】
　リモコン２０は、光ディスク装置や磁気ディスク装置など構成され、チューナ部１１及
びネットワーク通信部１９で受信した放送を記録するためのものである。
【００２１】
　本体側記憶部１２は、実行プログラムや各種データなどを予め格納していると共に、受
信したデジタル放送に含まれるデータ、例えば番組情報データ（ＥＰＧデータ）などを格
納するものである。このＥＰＧデータは信号処理部１４を通してデコードすることにより
生成される。
【００２２】
　表示部１３は、表示画面を有し、ＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）や液晶ディス
プレイパネルなどの表示パネルで構成されている。
【００２３】
　信号処理部１４は、チューナ部１１、レコーダー１８、ネットワーク通信部１９及び記
憶部１２からの出力信号を表示可能な信号に処理して表示部１３に出力する。また、信号
処理部１４は、チューナ部１１及びネットワーク通信部１９からの出力信号に含まれる番
組情報を記録可能な信号に処理して本体側記憶部１２に出力する。
【００２４】
　受信部１５は、リモコン２０と通信を行うためのものであり、赤外線受光部で構成され
ている。リモコン２０からの赤外線による指令信号が受信部１５で受光されて、本体側制
御部１６に送られる。
【００２５】
　本体側制御部１６は、リモコン２０からの指令信号に応じて、受信装置本体部１０を構
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成する各部の制御を行う。そして、本体側制御部１６の制御のもとに、アンテナ１７ａ、
１７ｂで受信されたデジタル放送がチューナ部１１で抽出され、信号処理部１４で処理さ
れて番組映像として表示部１３に表示されると共に、ネットワーク通信部１９で受信され
たデジタル放送が信号処理部１４で処理されて番組映像として表示部１３に表示される。
また、本体側制御部１６の制御のもとに、レコーダー１８に記録されたデータが信号処理
部１４で処理されて映像として表示部１３に表示される。
【００２６】
　リモコン２０は、入力部を構成するものであり、操作部２１と、送信部２２と、リモコ
ン制御部２３と、リモコン記憶部２４とを備えて構成されている。
【００２７】
　このリモコン２０は、操作ボタン３１（図２～図４参照）にユーザの指などの接触があ
ったときに第１の操作信号を発生し、ユーザの指などでチャンネル操作ボタン３１が押し
込まれたときに第２の操作信号を発生するように構成されている。また、このリモコン２
０は、放送モード操作ボタン３２ａ（図２～図４参照）にユーザの指などの接触があった
ときに第３の操作信号を発生し、ユーザの指などで放送モード操作ボタン３２ａが押し込
まれたときに第４の操作信号を発生するように構成されている。さらに、このリモコン２
０は、レコーダーモード操作ボタン３２ｂ（図２～図４参照）にユーザの指などの接触が
あったときに第５の操作信号を発生し、ユーザの指などでレコーダーモード操作ボタン３
２ｂが押し込まれたときに第６の操作信号を発生するように構成されている。
【００２８】
　かかる構成によって、ユーザは、チャンネル操作ボタン３１、放送モード操作ボタン３
２ａ及びレコーダーモード操作ボタン３２ｂの中の何れかに接触してから押し込む、とい
う通常行っている一連の操作により、第１の操作信号と第２の操作信号、第３の操作信号
と第４の操作信号、或いは第５の操作信号と第６の操作信号を時系列的に発生することが
できる。従って、このリモコン２０によれば、面倒な操作を伴うことなく、２つの時系列
的な操作信号を発生させることができる。
【００２９】
　本体側制御部１６は、表示部１３に番組映像を表示中にチャンネル操作ボタン３１に接
触があって第１の操作信号を検出したとき、第１の操作信号に対応する番組情報を表示中
の番組映像と共に表示部１３に表示し、第１の操作信号を検出した状態からチャンネル操
作ボタン３１が押し込まれて第２の操作信号を検出したとき、表示中の番組映像を第１の
操作信号に対応する番組情報の番組映像に切換えて表示するように制御する機能を有して
いる。
【００３０】
　従って、ユーザが表示中の番組以外の番組を見ようとする場合に、チャンネル操作ボタ
ン３１の中の何れかに接触する操作により、そのチャンネル操作ボタン３１に対応する番
組情報の表示が開始されるので、そのチャンネル操作ボタン３１の番組が希望する番組で
あるかをまず確認でき、希望する番組である場合にそのチャンネル操作ボタン３１をさら
に押し込むという簡単な操作により番組映像を表示することができる。しかも、チャンネ
ル操作ボタン３１をさらに押し込んで表示を切換えるまでは、それまでの番組映像の表示
を継続することができる。
【００３１】
　次に、リモコン２０の詳細を図２から図４を参照しながら説明する。図２は図１のリモ
コン２０の平面図、図３は図２のリモコン２０の断面概略図、図４は図２のリモコン２０
のボタン操作を説明する図である。図４（ａ）は操作ボタン３０にユーザの指が接触した
状態を示し、図４（ｂ）は図４（ａ）の状態からユーザの指で操作ボタン３０がさらに押
し込まれた状態を示す。
【００３２】
　リモコン２０の操作部２１は、操作ボタン３０、第１回路基板３４、操作タクトスイッ
チ４０、第２回路基板４３、電源ボタン４４、電源タクトスイッチ４５、インターネット
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ボタン４７、カーソルキー４８、決定キー４９を備えている。
【００３３】
　操作ボタン３０は、複数のチャンネル操作ボタン３１、複数のモード操作ボタン３２か
らなるボタン群で構成されている。モード操作ボタン３２は、複数の放送モード操作ボタ
ン３２ａ及びレコーダーモード操作ボタン３２ｂから構成されている。
【００３４】
　チャンネル操作ボタン３１は、放送モード操作ボタン３２ａで選択された放送モードに
おける各チャンネルを選択するためにユーザにより操作されるものである。このチャンネ
ル操作ボタン３１は、格子状の公知の配列で設置されたボタン群で構成されている。図示
例では、１２個のチャンネル操作ボタン３１が格子状に配列され、各チャンネル操作ボタ
ン３１の上面には操作するチャンネル番号が表示されている。
【００３５】
　放送モード操作ボタン３２ａは、複数のデジタル放送モード、例えば、ＢＳデジタル放
送モード・ＣＳデジタル放送モード・地上波デジタル放送モードの中から何れかを選択す
るためにユーザにより操作されるものである。レコーダーモード操作ボタン３２ｂは、レ
コーダー１８を選択するためにユーザにより操作されるものである。これらの放送モード
操作ボタン３２ａ及びレコーダーモード操作ボタン３２ｂは、チャンネル操作ボタン３１
の群の一側に沿うように隣接して並べて設けられている。
【００３６】
　チャンネル操作ボタン３１、放送モード操作ボタン３２ａ及びレコーダーモード操作ボ
タン３２ｂは、第１回路基板３４に搭載されている。ユーザが指などをチャンネル操作ボ
タン３１、放送モード操作ボタン３２ａまたはレコーダーモード操作ボタン３２ｂに接触
すると、接触された放送モード操作ボタン３２ａまたはチャンネル操作ボタン３１が接触
圧を感知し、その感知信号がリモコン制御部２３に送られる。
【００３７】
　例えば、図４（ａ）に示すように、ユーザが指をチャンネル操作ボタン３１に接触する
と、その接触したチャンネル操作ボタン３１が接触圧を感知し、その感知信号がリモコン
制御部２３に送られる。リモコン制御部２３はその検出結果に基づいて、リモコン記憶部
２４に格納され所定の制御信号コードを読み出して第１の操作信号とする。この第１の操
作信号は送信部２２より受信部１５に発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力
される。
【００３８】
　また、ユーザが指を放送モード操作ボタン３２ａに接触すると、その接触した放送モー
ド操作ボタン３２ａが接触圧を感知し、その感知信号がリモコン制御部２３に送られる。
リモコン制御部２３はその検出結果に基づいて、リモコン記憶部２４に格納され所定の制
御信号コードを読み出して第３の操作信号とする。この第３の操作信号は送信部２２より
受信部１５に発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力される。
【００３９】
　さらには、ユーザが指をレコーダー操作ボタン３２ｂに接触すると、その接触したレコ
ーダー操作ボタン３２ｂが接触圧を感知し、その感知信号がリモコン制御部２３に送られ
る。リモコン制御部２３はその検出結果に基づいて、リモコン記憶部２４に格納され所定
の制御信号コードを読み出して第５の操作信号とする。この第５の操作信号は送信部２２
より受信部１５に発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力される。
【００４０】
　操作タクトスイッチ４０は、チャンネルタクトスイッチ４１、放送モードタクトスイッ
チ４２及びレコーダーモードタクトスイッチ（図示せず）からなっている。チャンネルタ
クトスイッチ４１はチャンネル操作ボタン３１に対応して設けられており、放送モードタ
クトスイッチ４２は放送モード操作ボタン３２ａに対応して設けられており、レコーダー
モードタクトスイッチはレコーダーモード操作ボタン３２ｂに対応して設けられている。
【００４１】
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　チャンネルタクトスイッチ４１、放送モードタクトスイッチ４２及びレコーダーモード
タクトスイッチは、第２回路基板４３に搭載されている。ユーザがチャンネル操作ボタン
３１、放送モード操作ボタン３２ａまたはレコーダーモード操作ボタン３２ｂを押し込む
と、押し込まれた放送モード操作ボタン３２ａ、レコーダーモード操作ボタン３２ｂまた
はチャンネル操作ボタン３１に対応する放送モードタクトスイッチ４２、レコーダーモー
ドタクトスイッチまたはチャンネルタクトスイッチ４１が閉路して、その閉路信号がリモ
コン制御部２３に送られる。
【００４２】
　例えば、図４（ｂ）に示すように、ユーザがチャンネル操作ボタン３１を押し込むと、
そのチャンネル操作ボタン３１に対応するチャンネルタクトスイッチ４１が閉路して、そ
の閉路信号がリモコン制御部２３に送られる。リモコン制御部２３はその検出結果に基づ
いて所定の制御信号コードを生成して第２の操作信号とする。この第２の操作信号は送信
部２２より受信部１５に発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力される。
【００４３】
　また、ユーザが放送モード操作ボタン３２ａを押し込むと、その放送モード操作ボタン
３２ａに対応するチャンネルタクトスイッチ４１が閉路して、その閉路信号がリモコン制
御部２３に送られる。リモコン制御部２３はその検出結果に基づいて所定の制御信号コー
ドを生成して第４の操作信号とする。この第４の操作信号は送信部２２より受信部１５に
発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力される。
【００４４】
　さらには、ユーザがレコーダー操作ボタン３２ｂを押し込むと、その放送レコーダー操
作ボタン３２ｂに対応するレコーダータクトスイッチが閉路して、その閉路信号がリモコ
ン制御部２３に送られる。リモコン制御部２３はその検出結果に基づいて所定の制御信号
コードを生成して第６の操作信号とする。この第６の操作信号は送信部２２より受信部１
５に発信され、受信部１５から本体側制御部１６に入力される。
【００４５】
　なお、各操作ボタン３０及び各操作タクトスイッチ４０は、各モード操作ボタン３２に
対応する操作機能が設定されている。
【００４６】
　電源ボタン４４は操作ボタン３０と同じ面に設置されている。電源タクトスイッチ４５
は、第２回路基板４３に搭載され、電源ボタン４４の押し込みによって閉路される。電源
タクトスイッチ４５の閉路信号は、リモコン制御部２３に送られる。
【００４７】
　インターネットボタン４７は操作ボタン３０と同じ面に設置されている。インターネッ
トタクトスイッチ（図示せず）は、インターネットボタン４７に対応して第２回路基板４
３に搭載され、インターネットボタン４７の押し込みによって閉路される。インターネッ
トタクトスイッチの閉路信号は、リモコン制御部２３に送られる。
【００４８】
　カーソルキー４８は操作ボタン３０と同じ面に設置されている。カーソルタクトスイッ
チ（図示せず）は、カーソルキー４８の周縁部の４箇所に対応して、第２回路基板４３に
搭載されている。カーソルキー４８の押し込みによって対応するカーソルタクトスイッチ
が閉路される。カーソルタクトスイッチの閉路信号は、上述したタクトスイッチと同様に
、リモコン制御部２３に送られる。
【００４９】
　決定キー４９は、操作ボタン３０と同じ面で、カーソルキー４８の中心部に設置されて
いる。決定タクトスイッチ（図示せず）は、決定キー４９に対応して、第２回路基板４３
に搭載されている。決定キー４９の押し込みによって決定タクトスイッチが閉路される。
決定タクトスイッチの閉路信号は、上述したタクトスイッチと同様に、リモコン制御部２
３に送られる。
【００５０】
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　次に、本実施形態の放送受信装置１の具体的な動作を図５から図２３を参照しながら説
明する。図５Ａは図１の放送受信装置１の動作フローチャート、図５Ｂは図５Ａの続きの
動作フローチャート、図６～図２１は図５Ａ及び図５Ｂの動作フローチャートに対応する
表示画面例を示す図である。
【００５１】
　リモコン２０の電源ボタン４４を操作して電源タクトスイッチ４５をオンすることによ
り、本体側制御部１６は待機状態となる（ステップＳ１）。この待機状態では、電源タク
トスイッチ４５が先にオフされる際に選択されていた放送モード及びチャンネル番号に基
づいた番組映像（換言すれば、それ以前の放送モードで最後に見たチャンネル番号の番組
映像）を表示部１３に表示する。例えば、図６の表示画面例は、放送モードがＢＳデジタ
ル放送で、チャンネル番号が１０１ＡＡＡの例であり、ＢＳチューナ１１ａが動作してい
る。以下、この図６の表示画面例から遷移する画面例を参照しながら説明する。
【００５２】
　この待機状態で、ユーザがリモコン２０の操作ボタン３０に接触したかを判定し（ステ
ップＳ２）、操作ボタン３０への接触があるまでその状態を維持する。ステップＳ２で、
操作ボタン３０への接触があったと判定した場合には、リモコン２０のモード操作ボタン
３２にユーザが接触したかどうかを判定する（ステップＳ３）。
【００５３】
　ステップＳ３でモード操作ボタン３２に接触がなかったと判定した場合には、モード操
作ボタン３２ではなくチャンネル操作ボタン３１に接触があった（第１の操作信号を検出
した）ということであり、ステップＳ４に進む。
【００５４】
　ステップＳ４に進むと、例えば図７の画面例に示すように、表示部１３の表示画面５０
に、表示中の番組映像５１と共に、チャンネルボタン情報５２、モードボタン情報５３及
び番組情報５４などの情報を表示する。チャンネルボタン情報５２は複数のチャンネル画
像ボタン、もしくは入力部に印字してある数字による群で構成されている。モードボタン
情報５３は、複数の放送モード画像ボタン及びレコーダー画像ボタンによる群で構成され
ている。この表示は、リモコン２０の操作ボタン３０群と同じ配列で行う。これによって
、ユーザは手元を見なくても、今接触している操作ボタン３０の位置関係を直感的に把握
できる。
【００５５】
　このとき、表示中の番組映像５１のチャンネル画像ボタン及び放送モード画像ボタンが
容易に分かるような印（図７では黒塗り）５２ａ、５３ａを付けて表示する。また、接触
されたチャンネル操作ボタン３１に対応するチャンネル画像ボタンが容易に分かるように
、そのチャンネル画像ボタンに印（図７では黒枠）５２ｂを表示すると共に、記憶部１２
に記憶してある番組情報から、放送データから取得した現在時刻と、接触したボタンにプ
リセットしたチャンネル情報によって、該当する番組情報を抽出して、チャンネル番号Ｂ
Ｓ１０１ＡＡＡ及びその番組ガイド情報「時代劇スペシャル」を表示して番組情報５４と
する。図７では、接触されたチャンネル操作ボタン３１と表示中の番組映像５１とが一致
している場合である。これによって、ユーザは、極めて簡単な操作で、放送中の番組映像
５１の番組情報５４を容易に把握することができる。
【００５６】
　この状態で、チャンネル操作ボタン３１への接触が変更されたかを判定する（ステップ
Ｓ５）。接触が変更された場合には、ステップＳ４に戻り、図８に示すように、接触され
たチャンネル操作ボタン３１に対応するチャンネル画像ボタンの印５２ｂを移動すると共
に、新たに接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応する番組情報５４を表示する。こ
の番組情報５４は、チャンネル番号がＢＳ１４１ＥＥＥ及びその番組ガイド情報が「世界
の遺跡」である。これによって、ユーザは、極めて簡単な操作で、接触したリモコンボタ
ンにプリセットしたチャンネルの番組映像の表示に切換えることなく、チャンネルに対応
した番組情報５４を容易に把握することができる。



(11) JP 2008-42294 A 2008.2.21

10

20

30

40

50

【００５７】
　この状態でステップＳ５に進み、チャンネル操作ボタン３１への接触が変更されたかを
判定する。接触が変更された場合には、ステップＳ４に戻り、図９に示すように、新たに
接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するチャンネル画像ボタンに印５２ｂを移動
すると共に、新たに接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応する番組情報５４を表示
する。この番組情報５４は、図示例では、チャンネル番号がＢＳ１８１ＨＨＨ及びその番
組ガイド情報が「ワールドカップサッカー　日本ＶＳブラジル」である。
【００５８】
　このステップＳ５の判定でチャンネル操作ボタン３１への接触が変更されていない場合
には、そのチャンネル操作ボタン３１が押し込まれたか（第２の操作信号を検出したか）
を判定し（ステップＳ６）、チャンネル操作ボタン３１が押し込まれていない場合には、
ステップＳ５に戻って繰り返し動作される。
【００５９】
　ステップＳ６の判定で、チャンネル操作ボタン３１が押し込まれたと判定された場合に
は、図１０に示すように、表示される番組映像を押し込まれたチャンネル操作ボタン３１
に対応する番組映像５１に切換えると共に、そのチャンネル画像ボタンに印５２ａ、５２
ｂを付けて表示する（ステップＳ７）。これによって、ユーザは、極めて簡単な操作で、
次の番組映像の表示に切換えることなく、次に表示しようとしている番組情報を容易に把
握した上で、見たい番組映像５１に容易に切換えることができる。なお、切換え後の番組
映像５１のチャンネル番号が表示したいチャンネル番号と一致しているかを確認できるよ
うにそのチャンネル番号情報「ＢＳ１８１ＨＨＨ」５５を主画面中にも表示する。そして
、チャンネルボタン情報５２、モードボタン情報５３、番組情報５４及びチャンネル番号
情報５５は、切換えた後、チャンネル操作ボタンに接触がなく所定時間が経過すると、消
えるように設定されている。
【００６０】
　図７から図１０に示したように、番組映像５１を表示部１３の表示画面５０全体に表示
している状態で、表示している番組映像５１の中に部分的に番組情報５４を表示するよう
にしているので、番組映像５１の視認と番組情報５４の視認とを両立させることができる
。
【００６１】
　一方、上述したステップＳ３でモード操作ボタン３２に接触があったと判定した場合に
は、チャンネル操作ボタン３１ではなくモード操作ボタン３２に接触があったということ
であり、さらに、放送モード操作ボタン３２ａに接触があったかを判定する（ステップＳ
８）。ここで、放送モード操作ボタン３２ａに接触があった（放送モード操作ボタン３２
ａによる第３の操作信号が検出された）と判定した場合には、ステップＳ９に進む。
【００６２】
　ステップＳ９に進むと、図１１に示すように、表示部１３の表示画面５０に、表示中の
番組映像５１と共に、チャンネルボタン情報５２、モードボタン情報５３及びモード情報
５６を表示する。このとき、表示中の番組映像５１のチャンネル画像ボタン及び放送モー
ド画像ボタンが容易に分かるような印５２ａ、５３ａを付けて表示する。また、接触され
た放送モード操作ボタン３２ａに対応する放送モード画像ボタンが容易に分かるように、
その放送モード画像ボタンに印５３ｂを表示すると共に、放送モード画像ボタン５３ｂに
対応する放送モード情報５６、図示例では「ＣＳ」を表示する。これによって、ユーザは
、極めて簡単な操作で、手元のリモコンを見て操作ボタン上の表示を確認することなく、
チャンネル操作ボタンを押下したときに切換えられるチャンネルの放送モード（この場合
はＣＳのチャンネル）を確認することができる。
【００６３】
　この状態でステップＳ１０に進み、放送モード操作ボタン３２ａへの接触がさらに変更
されたかを判定する。接触がさらに変更された場合には、ステップＳ９に戻り、接触され
た放送モード操作ボタン３２ａに対応するチャンネル画像ボタンの印５３ｂを移動すると
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共に、新たに接触された放送モード操作ボタン３２ａに対応する放送モード情報５６を表
示する。
【００６４】
　このステップＳ１０の判定で放送モード操作ボタン３２ａへの接触が変更されていない
場合には、その放送モード操作ボタン３２ａが押し込まれたか（第２の操作信号を検出し
たか）を判定し（ステップＳ１１）、放送モード操作ボタン３２ａが押し込まれていない
場合には、ステップＳ１０に戻って繰り返し動作される。
【００６５】
　ステップＳ１１の判定で、放送モード操作ボタン３２ａが押し込まれたと判定された場
合には、図１２に示すように、番組映像を継続して表示すると共に、押し込まれた放送モ
ード操作ボタン３２ａと対応する放送モード画像ボタンに印５３ａ、５３ｂを付けて表示
する（ステップＳ１２）。
【００６６】
　次いで、ステップＳ２に戻り、例えば、上述したステップＳ２からステップＳ７に示す
動作を行い、図１３から図１５に示す画面表示を行う。この画面表示の動作は、上述した
図８から図１０の画面表示の動作と同様であるので、重複する説明を省略する。
【００６７】
　上述したステップＳ８で放送モード操作ボタンに接触がなかったと判定した（第５の操
作信号を検出した）場合には、放送モード操作ボタン３２ａではなくレコーダー操作ボタ
ン３２ｂに接触があったということであり、ステップＳ１３に進む。
【００６８】
　ステップＳ１３に進むと、図１６に示すように、表示部１３の表示画面５０に、表示中
の番組映像５１と共に、チャンネルボタン情報５２、モードボタン情報５３及びレコーダ
ー情報５７を表示する。このとき、表示中の番組映像５１のチャンネル画像ボタン及び放
送モード画像ボタンが容易に分かるような印５２ａ、５３ａを付けて表示する。また、接
触されたレコーダーモード操作ボタン３２に対応するレコーダーモード画像ボタンが容易
に分かるように、そのレコーダーモード画像ボタンに印５３ｃを表示すると共に、レコー
ダーモード画像ボタン５３ｃに対応するレコーダー情報５７、図示例では「レコーダー」
を表示する。これによって、ユーザは、極めて簡単な操作で、表示中の番組映像５１を見
ながら、操作モードをレコーダーに切換えようとしている、即ち、リモコンの操作ボタン
群３０の割当機能をレコーダーの操作機能に切換えようとしている状態であることを容易
に把握することができる。
【００６９】
　この状態でステップＳ１４に進み、そのレコーダーモード操作ボタン３２ｂが押し込ま
れたか（第６の操作信号を検出したか）を判定し、レコーダーモード操作ボタン３２ｂが
押し込まれていない場合には、レコーダーモード操作ボタン３２ｂが押し込まれるのを待
つ。
【００７０】
　ステップＳ１４の判定で、レコーダーモード操作ボタン３２ｂが押し込まれたと判定さ
れた場合には、図１７に示すように、番組映像５１を継続して表示すると共に、押し込ま
れたレコーダーモード操作ボタン３２ｂと対応するレコーダーモード画像ボタンに印５３
ｃ、５３ｄを付けて表示し、レコーダーボタン情報５８を表示する（ステップＳ１５）。
このとき、チャンネル操作ボタン３１にはレコーダーを操作するための機能が割り当てら
れる。レコーダーボタン情報５８は、リモコン２０の操作ボタン３０群と同じ配列のレコ
ーダー画像ボタンを有している。レコーダー画像ボタンは、レコーダー１８の操作内容を
示す記号と共に表示される。これによって、画面を見ながらレコーダー１８の操作を容易
に行うことができる。
【００７１】
　この状態で、ユーザがリモコン２０のチャンネル操作ボタン３１に接触したかを判定し
（ステップＳ１６）、チャンネル操作ボタン３１への接触があるまでその状態を維持する
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。
【００７２】
　このステップＳ１６で、チャンネル操作ボタン３１への接触があったと判定した場合に
は、例えば図１８の画面例に示すように、表示部１３の表示画面５０に、表示中の番組映
像５１、モードボタン情報５３及びレコーダーボタン情報５８を継続して表示すると共に
、接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するレコーダーガイド情報５９（図示例で
は、「内蔵ＨＤＤに録画した番組を再生します」）を表示する（ステップＳ１７）。これ
によって、画面を見ながらレコーダー１８の操作を容易に行うことができる。
【００７３】
　この状態でステップＳ１８に進み、チャンネル操作ボタン３１への接触が変更されたか
を判定する。接触が変更された場合には、ステップＳ１７に戻り、図１９に示すように、
接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するレコーダー画像ボタンに印５２ｄを移動
すると共に、新たに接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するレコーダーガイド情
報５９（図示例では、「録画する際の画質モードを選択できます。（現在：ＳＰ）　ＸＰ
：高画質　ＳＰ：標準画質　ＬＰ：低画質」）を表示する。
【００７４】
　この状態で、さらにチャンネル操作ボタン３１への接触が変更されたかを判定する（ス
テップＳ１８）。接触が変更されたと判定した場合には、ステップＳ１７に戻り、図２０
に示すように、接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するレコーダー画像ボタンに
印５２ｄを移動すると共に、新たに接触されたチャンネル操作ボタン３１に対応するレコ
ーダーガイド情報５９（図示例では、「内蔵ＨＤＤに録画した番組を再生します」）を表
示する。
【００７５】
　このステップＳ１８の判定でチャンネル操作ボタン３１への接触が変更されていない場
合には、そのチャンネル操作ボタン３１が押し込まれたか（第６の操作信号を検出したか
）を判定し（ステップＳ１９）、チャンネル操作ボタン３１が押し込まれていない場合に
は、ステップＳ１８に戻って繰り返し動作される。
【００７６】
　ステップＳ１８の判定で、チャンネル操作ボタン３１が押し込まれたと判定された場合
には、図２１に示すように押し込まれたチャンネル操作ボタン３１に対応する機能、「再
生」のコマンドを発信し、録画された番組の最後のものを再生するとともに、そのレコー
ダー画像ボタンに印５２ｃ、５２ｄを付けて表示する（ステップＳ２０）。これによって
、ユーザは、極めて簡単な操作で、レコーダー機能を実行することができる。なお、図２
１における映像５１の中にもレコーダーの動作状態を示す情報６０を表示することが好ま
しい。
【００７７】
　次に、図７の画面例の変形例について図２２を用いて説明する。図２２の画面例は、チ
ャンネルボタン情報５２及びモードボタン情報５３を大きく表示すると共に、これらのボ
タンの概要をボタン内に表示するようにしたもので、放送局名等を表示したものである。
これにより、チャンネルボタン情報をより確実に把握することができる。
【００７８】
　次に、ネットワーク通信部１９より、インターネット等の外部のネットワークに接続し
、ネットワーク経由で映像を視聴したり、情報を表示したりする機能について、図２３及
び図２４を参照しながら説明する。
【００７９】
　インターネット等の外部のネットワークに接続するには、リモコン２０のインターネッ
トボタン４７を押し込むことによりインターネットタクトスイッチを閉路し、その閉路信
号をリモコン制御部２３に入力する。制御部２３はこの閉路信号に基づいてネットワーク
通信部１９を外部のネットワークと通信可能に接続する。
【００８０】
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　図２３の画面例は、あらかじめプリセットされた接続先の動画コンテンツの静止画が表
示された例である。リモコン２０の１～１２のチャンネル番号で構成されたチャンネル操
作ボタン３１を触ると、その位置に相当する静止画に関する情報６１が表示され、その情
報６１を確認した上で、選択操作をすることができる。
【００８１】
　ネットワークによる通信で映像を視聴する際には、映像が表示されるまでに時間を要す
ることがあり、コンテンツの選択前にそのコンテンツの内容を確認できることにより、少
ない時間で所望のコンテンツを選択することができるようになる。
【００８２】
　図２４の画面例は、インターネットのホームページのリンク先が放送受信装置１０の記
憶部１２に登録されており、リモコンの１～１２のチャンネル番号で構成されたチャンネ
ル操作ボタン３１を触ると、あらかじめ記憶部１２に保存されていたホームページの画面
を縮小したイメージ６２が表示部１３に表示され、そのページのイメージ６２を確認する
ことができる。インターネットのホームページを表示するには、そのＵＲＬにアクセスし
て各種データをダウンロードするのに時間がかかり、ひとつひとつアクセスして見たいペ
ージを探すよりも、効率的に観たいページを確認してからアクセスすることができる。こ
れらのページの情報はあらかじめ定期的にデータを取得して放送受信装置の記憶部に記録
しておくことにより、操作ボタンに触れると瞬時に表示できるようになっている。５２の
操作ボタン上のa～lは、各ホームページのロゴマークのイメージである。
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態の放送受信装置１について図２５から図２８を用いて説明
する。図２５は本発明の第２実施形態の放送受信装置１の本体部を示す構成図、図２６か
ら図２８は図２５の放送受信装置１における画面例を示す図である。この第２実施形態は
、次に述べる点で第１実施形態と相違するものであり、その他の点については第１実施形
態と基本的には同一であるので、重複する説明を省略する。
【００８３】
　この第２実施形態では、ＢＳチューナ１１ａは複数のチューナ１１ａ１、１１ａ２を備
え、ＣＳチューナ１１ｂは複数のチューナ１１ｂ１、１１ｂ２を備え、地上波デジタル１
１ｃは複数のチューナ１１ｃ１、１１ｃ２を備えて構成されている。
【００８４】
　この第２実施形態における図２６から図２８の画面例は、第１実施形態における図８か
ら図１０に相当する画面例ある。この図２６から図２８の画面例から明らかなように、こ
の第２実施形態では、番組情報５４の中に主画面に表示中の番組映像５１とは異なる番組
映像６３を表示するようにしたものである。この番組映像６３は、接触されたチャンネル
操作ボタン３１に対応する番組映像である。例えば、番組映像５１がチューナ１１ａ１で
抽出されている場合、チャンネル操作ボタン３１に接触があると、チューナ１１ａ２で抽
出を開始し、チューナ１１ａ２で抽出された放送信号を処理して番組映像６３として表示
する。この番組映像６３の表示により、より一層、使い勝手が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の第１実施形態の放送受信装置を示す全体構成図である。
【図２】図１のリモコンの平面図である。
【図３】図２のリモコンの断面概略図である。
【図４】図２のリモコンのボタン操作を説明する図である。
【図５Ａ】図１のデジタル放送受信装置の動作フローチャートである。
【図５Ｂ】図１のデジタル放送受信装置の動作フローチャート（続き）である。
【図６】図５の動作フローチャートに対応する第１表示画面例を示す図である。
【図７】図５の動作フローチャートに対応する第２表示画面例を示す図である。
【図８】図５の動作フローチャートに対応する第３表示画面例を示す図である。
【図９】図５の動作フローチャートに対応する第４表示画面例を示す図である。
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【図１０】図５の動作フローチャートに対応する第５表示画面例を示す図である。
【図１１】図５の動作フローチャートに対応する第６表示画面例を示す図である。
【図１２】図５の動作フローチャートに対応する第７表示画面例を示す図である。
【図１３】図５の動作フローチャートに対応する第８表示画面例を示す図である。
【図１４】図５の動作フローチャートに対応する第９表示画面例を示す図である。
【図１５】図５の動作フローチャートに対応する第１０表示画面例を示す図である。
【図１６】図５の動作フローチャートに対応する第１１表示画面例を示す図である。
【図１７】図５の動作フローチャートに対応する第１２表示画面例を示す図である。
【図１８】図５の動作フローチャートに対応する第１３表示画面例を示す図である。
【図１９】図５の動作フローチャートに対応する第１４表示画面例を示す図である。
【図２０】図５の動作フローチャートに対応する第１５表示画面例を示す図である。
【図２１】図５の動作フローチャートに対応する第１６表示画面例を示す図である。
【図２２】図７の画面例の変形例を示す図である。
【図２３】図１の放送受信装置のネットワーク接続時の第１表示画面例を示す図である。
【図２４】図１の放送受信装置のネットワーク接続時の第２表示画面例を示す図である。
【図２５】本発明の第２実施形態の放送受信装置の本体部を示す構成図である。
【図２６】図２５の放送受信装置における第１画面例を示す図である。
【図２７】図２５の放送受信装置における第２画面例を示す図である。
【図２８】図２５の放送受信装置における第３画面例を示す図である。
【図２９】第１の従来例の放送受信装置における第１画面例を示す図である。
【図３０】第１の従来例の放送受信装置における第２画面例を示す図である。
【図３１】第１の従来例の放送受信装置における第３画面例を示す図である。
【図３２】第２の従来例の放送受信装置における第１画面例を示す図である。
【図３３】第２の従来例の放送受信装置における第２画面例を示す図である。
【図３４】第２の従来例の放送受信装置における第３画面例を示す図である。
【図３５】第３の従来例の放送受信装置における第１画面例を示す図である。
【図３６】第３の従来例の放送受信装置における第２画面例を示す図である。
【図３７】第３の従来例の放送受信装置における第３画面例を示す図である。
【図３８】第３の従来例の放送受信装置における第４画面例を示す図である。
【符号の説明】
【００８６】
　１…放送受信装置、１０…受信装置本体部、１１…チューナ部、１１ａ…ＢＳチューナ
、１１ｂ…ＣＳチューナ、１１ｃ…地上波デジタルチューナ、１２…本体側記憶部、１３
…表示部、１４…信号処理部、１５…受信部、１６…本体側制御部、１７…アンテナ、１
８…レコーダー、１９…ネットワーク通信部、２０…リモートコントローラ（リモコン）
・入力部、２１…操作部、２２…送信部、２３…リモコン制御部、２４…リモコン記憶部
、２５…電池、３０…操作ボタン、３１…チャンネル操作ボタン、３２…モード操作ボタ
ン、３２ａ…放送モード操作ボタン、３２ｂ…レコーダー操作ボタン、３４…第１回路基
板、４０…操作タクトスイッチ、４１…チャンネルタクトスイッチ、４２…放送モードタ
クトスイッチ、４３…第２回路基板、４４…電源ボタン、４５…電源タクトスイッチ、４
７…インターネットボタン、４８…カーソルキー、４９…決定キー、５０…表示画面、５
１…番組映像、５２…チャンネルボタン情報、５２ａ、５２ｂ…チャンネル画像ボタンの
印、５２ｃ、５２ｄ…レコーダー画像ボタンに印、５３…モードボタン情報、５３ａ、５
３ｂ…放送モード画像ボタンの印、５３ｃ、５３ｄ…レコーダーモード画像ボタンの印、
５４…番組情報、５５…チャンネル番号情報、５６…モード情報、５７…レコーダー情報
、５８…レコーダーボタン情報、５９…レコーダーガイド情報。
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